
事業所名  グループホーム　水仙の家・あじさいの家

作  成  日       ：　平成　　22　年　　　12月　　15日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題  目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1 35

年二回の訓練のうち一回は消防署立会の訓練
とした上、他に一回職員のみの通報、消火、誘
導などの訓練を実施。昨年の改善点として、近
隣の住民の方に訓練時の立会を要請したが、
参加いただくことはできなかった。

自治会には非常時の協力体制はえられるこ
とになっているが、さらに訓練時からの協力
を要請したい。全職員が非常時の初動が身
につくように。

自治会に対して、さらなる協力体制の要請と日
常的な連携を密に。職員には最低二ヶ月に一
回はエア訓練を実施し、体得できるように。

6 か月

2 6

入居間もない外出傾向のある方がいたため玄
関施錠していたが、徐々に開錠できるように
なっていたところ、新たな入居者がひどい徘徊
のある方で、再度施錠する事になっている。

施錠ありきではなく、常に利用者の状態に合
わせ、新たな入居者も落ち着かれた段階
で、開錠できるように。

入居者それぞれの動向、状態をつかみ、開錠
できるように。また、施錠したままであっても、
職員の体制が確保できているときには、開錠
する日を。

6 か月

3 か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

目標達成に
要する期間

評価結果
市町村提出日 ：　平成　　22　年　12　月　　20日

目標達成計画


